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大
洗
港
と
北
海
道
苫
小
紋
港
・
室
蘭

山
港
を
結
ぶ
フ
土
り
が
就
航
し
て
叩
間

山
年
を
迎
え
¥
去
る

5
月
刊
日
(
金
)
大
洗

:
ン
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
大
洗
港
フ
ェ
リ

山
|
就
航
叩
周
年
記
会
式
典
ガ
茨
城
県
・

一
一
大
洗
町
・
大
洗
港
振
興
協
会
の
主
催
で

一
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。

式
典
に
は
¥
国
¥
県
を
は
じ
め
地
元

山
港
湾
関
係
者
約

2
0
0名
、
ガ
出
開
さ
れ

一
ま
し
た
。

始
め
に
¥
橋
本
県
知
事
の
挨
出
。
続

山
い
て
竹
内
町
長
(
大
洗
港
張
興
協
会
会

長
)
ガ
¥
こ
れ
ま
で
の
大
洗
港
の
整
備

や
運
営
に
た
、
す
さ
わ
っ
疋
多
く
の
方
の

ご
協
力
に
対
し
て
お
礼
の
言
葉
ガ
述
べ

ら
れ
だ
あ
と
¥
「
物
流
基
地
と
し
て
霊

に
¥
整
備
と
振
興
を
図
っ
て
行
き
だ
い
O
L

と
主
催
者
の
撲
拶
ガ
あ
り
ま
し
だ
。

そ
の
後
¥
大
洗
潜
の
建
設
や
運
営
に

協
力
さ
れ
だ

7
閏
体
¥
個
人

5
名
の
方

々
の
功
績
を
疋
だ
え
¥
感
調
状
と
記
念

日
、
ガ
贈
ら
れ
ま
し
定
。

大
洗
港
は
¥
昭
和
日
年
に
重
要
港
湾

の
指
定
を
受
け
¥
本
格
的
に
港
湾
整
備

ガ
進
め
ら
れ
昭
和
印
年
に
苫
小
紋
港
¥
一

室
蘭
港
に
待
望
の
フ
工
リ
ガ
就
航
し

ω

て
以
来
¥
首
都
置
と
北
海
道
を
結
ぶ
物
一

流
の
大
動
脈
と
し
て
今
日
ま
で
の
叩
年
日

間
¥
両
定
期
航
路
の
取
扱
貨
物
及
び
旅
一

客
数
と
も
当
初
予
測
を
大
暗
に
上
回
る
川

実
績
(
別
掲
)
を
よ
げ
て
お
り
ま
す
。

物
流
以
外
に
も
大
洗
港
は
¥
マ
リ
川

ナ
・
海
浜
公
園
E

大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
・

魚
つ
り
園
な
ど
¥
海
洋
レ
ク
リ
工
シ
…

ヨ
ン
の
墓
地
と
し
て
¥
益
々
発
展
し
て
一

い

く

こ

と

で

し

ょ

う

。

“年 取扱貨物量(トン) 船舶乗降人量(人)

60 巴410，578 57，864 

61 3，545，504 67，358 

62 4，171，125 78，巴07

63 4，733，867 81，438 

ゴじ 5，212，558 76，108 

E 5，348，850 日日，544

3 5，482，611 日0，685

4 5.400，837 82，172 

5 5，446，668 86，802 

日 8，303，534 141，817 

合計 51，05白，234 日73，臼07
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議
埼
託

円
以
州
出

「
み
な
っ
き
」
、
ま
た
は
「
み
な

づ
き
」
と
読
み
ま
す
。
旧
腎
六
月

の
こ
と
で
、
新
暦
で
は
七
月
ご
ろ

で
す
。
俳
句
で
は
、
晩
夏
の
季
語

に
な
っ
て
い
ま
す
。

語
源
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な

説
が
あ
り
ま
す
が
、
水
が
枯
れ
る

季
節
と
い
う
説
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
、
六
月
の
異
名

と
し
て
、
「
水
待
月
」
と
い
う
言
葉

も
あ
り
ま
す
。
晩
夏
、
暑
さ
に
あ

え
い
で
風
を
待
つ
と
こ
ろ
か
ら
、

「
風
待
月
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
新
暦
七
月
は
、
ま
だ
梅
雨
の

こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
に
く
る
猛

暑
を
水
無
月
と
い
っ
た
の
で
し
ょ

、っカ語
源
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
に

「
農
事
み
な
つ
き
た
る
意
」
、
す

な
わ
ち
農
作
業
を
み
な
や
り
つ
く

し
た
月
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
「
五
月
に
植
え
た
る
早
苗
の

み
な
つ
き
た
る
意
L

と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

水
無
月
の
挨
積
れ
る
芭
蕉
か
な

鈴
木
花
蓑

水
無
月
や
風
に
吹
か
れ
に
古
里

へ

鬼

賞

戸
口
か
ら
青
み
な
月
の
月
夜
か

な

一

茶

一
茶
の
匂
の
「
青
み
な
月
」
と

は
、
青
葉
が
こ
ん
も
り
と
生
き
生

き
と
茂
る
様
な
の
で
、
水
が
な
い

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う
よ
う

な
気
も
し
ま
す
ね
。

水
無
月
と
い
う
一
言
葉
で
思
い
出

す
の
は
、
去
年
の
猛
暑
に
よ
る
水

不
足
、
そ
し
て
一
昨
年
の
天
候
不

頗
に
よ
る
不
作
で
す
。
こ
の
よ
う

な
異
常
気
象
の
原
因
は
、
地
球
環

境
の
悪
化
と
無
関
係
で
は
な
い
よ

う
で
す
。
六
月
五
日
は
「
環
境
の

日
」
、
六
月
は
「
環
境
月
間
」
で
て

わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
が
環
境
問
題

に
対
す
る
理
ふ
警
/
λ
M

解
を
深
め
、
'
一
鞠

7-
一
!
吋

責
任
を
自
主
二
公
砕

し
た
い
も
の
一
地
…
…
…
h
i
ソ
ー

σ
/
?
J
a
v
e
」

h
n
ι

で
す

o

i

q



第282号 (2)

大
洗
町
国
民
健
康
保
険
で
は
他
市
町

村
に
さ
き
が
け
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
を
実

施
し
ま
す
。
補
助
金
も
3
万
5
千
円
交

付
さ
れ
ま
す
。
脳
ド
ッ
ク
と
は
?
そ
の

予
防
目
的
で
あ
る
脳
卒
中
と
は
?
却
代

か
ら
は
ほ
ぼ
全
員
が
脳
卒
中
予
備
軍
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
つ

え
、
ぜ
ひ
本
欄
を
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

①
脳
卒
中
の
基
礎
知
識

脳
卒
中
と
は
脳
血
管
障
害
の
こ
と
で
、

脳
の
血
管
が
「
破
れ
る
し
か
「
詰
ま
る
L

か
に
分
か
れ
ま
す
。
実
に
そ
の
出
血
場

所
・
ふ
さ
が
っ
た
原
因
・
症
状
等
に
よ

り
次
図
の
よ
、
つ
な
病
名
と
な
り
ま
す
。

L、

一過性脳虚血

発作(T1 A) 

ら

脳出血

通うおお

目白こう塞

(脳軟化症)
くも膜下出血

平成7年6月5臼

⑧
脳
卒
中
の
前
ぶ
れ

一
過
性
脳
虚
血
発
作

(
T
I
A
)
は

一
時
的
に
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
も
の
で

す
が
、
自
然
に
溶
け
て
す
ぐ
元
の
状
態

に
戻
り
ま
す
。
(
せ
い
ぜ
い
数
分
か
ら
叫

時
間
)
こ
の
時
お
こ
っ
た
次
の
よ
う
な

一
時
的
障
害
が
、
本
格
的
な
脳
卒
中
の

前
兆
と
な
り
ま
す
。

@
か
ら
だ
の
片
側
の
手
足
が
し
び
れ
る

@
片
方
の
白
が
か
す
む

@
は
し
、
タ
バ
コ
を
ポ
ロ
ッ
と
落
す

脳そくせん

@
話
す
時
舌
が
も
つ
れ
る
、
食
物
を
う

ま
く
飲
み
込
め
な
い

@
話
そ
う
と
す
る
言
葉
が
出
て
こ
な
い

@
相
手
の
話
が
理
解
で
き
な
い

@
に
ぶ
い
頭
痛
が
続
く

@
肩
・
首
が
異
常
に
こ
る

@
ボ
タ
ン
が
、
7
ま
く
は
め
ら
れ
な
い

⑨
働
き
盛
り
の
突
然
死

1
3は
脳
卒
中

以
前
は
、
日
本
人
の
病
気
に
よ
る
死

亡
原
因
は
脳
卒
中
が
ト
ッ
プ
で
し
た
が
、

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
現
在
で
は
ガ

ン
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
働

き
盛
り
の
死
亡
者
の
8
人
に
1
人
は
発

病
後
1
週
間
内
に
死
亡
す
る
突
然
死
で

あ
り
、
そ
の
土
3
は
脳
卒
中
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

④
つ
ら
い
後
遺
症
が
人
生
に
影
を

さ
ら
に
問
題
な
の
は
死
亡
者
は
減
っ

て
い
る
が
、
脳
卒
中
血
霊
台
は
確
実
に
増

加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

脳
卒
中
に
な
る
と
、
死
亡
を
ま
ぬ
が

れ
て
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
半
身
マ
ヒ

が
起
こ
り
、
職
場
復
帰
ど
こ
ろ
か
日
常

生
活
も
一
変
し
て
し
ま
い
ま
す
。

当
然
経
済
的
に
も
打
撃
を
受
け
、
家

族
に
も
生
活
面
で
相
当
な
制
約
を
強
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
そ
れ
が
高

齢
者
で
あ
れ
ば
、
悲
惨
な
結
果
に
な
る

こ
と
が
多
く
、
寝
た
き
り
|
之
痴
呆
が
そ

の
パ
タ
ー
ン
で
す
。
(
下
の
帯
グ
ラ
フ
)

誰
し
も
一
生
懸
命
働
き
、
子
供
を
育

て
あ
げ
、
第
一
線
を
退
い
た
後
は
、
気

ま
ま
な
旅
行
や
趣
味
、
お
孫
さ
ん
と
の

ふ
れ
あ
い
が
楽
し
み
で
す
。
脳
卒
中
は

そ
れ
ら
を
す
べ
て
奪
い
取
り
ま
す
。

脳血せん

三大痕患むよる死亡率(人口10万対)

(%) 
250吋

仁コ脳卒中仁コ心臓病ン巳 if

一
般
的
に
は
塩
分
過
多
・
飲
酒
に
よ
る

高
血
圧
、
肥
満
、
寒
中
で
の
過
労
、

運
動
不
足
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
心
当

り
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

カ
こ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
脳
卒
中
の
予

防
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
の
が
脳
ド
ッ

ク
検
診
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
自
分

の
た
め
、
そ
し
て
家
族
の
た
め
に
。

「{建醸!こ投資しようっ

E量

(捕盟主重量35習日目日開

桂
宅
老
人
の
痴
呆
原
因

l21.8% 114.0% 19.5%lE 

1 38.7% 1川|ロ741

54.7% 

脳血管性痴呆

脳
ド
ッ
ク
と
は
、

M
R
I
(
核
磁
気

共
鳴
診
断
画
像
装
置
)
で
脳
を
輪
切
り

状
態
に
す
る
断
面
撮
影
と
M
R
I
を
使

っ
て
脳
血
管
の
撮
影
を
す
る
M
R
A
が

主
な
も
の
で
す
。
大
洗
町
の
脳
ド
ッ
ク

は
、
こ
れ
に
4
方
向
の
頚
椎
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
が
加
わ
り
ま
す
。
各
検
査
の
目

35.0% 

h
v
M
R
i
(
核
磁
気
共
鳴
診
断
装
置
)

頚[; M M 的
宇佐;; R R は
レ A 1 次
ン : ・の
ト. .と

感肩ゲの脳血脳お
ン発動腫こり

後手 見JlJKのうで
頭の 溜日発塞す
部し 、見
痛ぴ も脳守
をれ や嬢h
さ、 も 蕩寺
ぐ脱 や
るカ 病

4亀 MRAによる
脳血管画像

• M R Iによる
頭部断面画像

こ
の
脳
ド
ッ
ク
料
金
は
5
万
円
で
す

が
、
国
保
か
ら
3
万
5
千
円
の
補
助
が
↓

出
ま
す
の
で
本
人
負
担
は
1
万
5
千
円

に
消
費
税
を
加
え
た
1
万
6
千
5
百
円

で
す
み
ま
す
。
な
お
、
検
診
の
所
要
時

間
は
1
時
間
ほ
ど
で
す
。

〔
検
診
対
象
者
〕

1
、
大
洗
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
お
り
、

4
月
1
日
現
在
で
満
お
歳

j
満
印
歳
の
方
。

(
7
年
度
は
削
名
)

2
、
平
成
6
年
度
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

3
、
妊
産
婦
で
な
い
こ
と
。

4
、
身
体
に
心
臓
べ

l
ス
メ
ー
カ
ー
、

刺
激
電
極
等
を
埋
め
込
ん
で
な
い
こ

と
。
(
例
i
脚
部
に
ボ
ル
ト
等
を
埋
め

込
ん
で
い
る
方
は
事
前
に
申
し
出
て

下
さ
い
↓
受
診
可
能
)

以
上
の
全
て
を
満
た
す
方
に
限
り
ま
す
。

〔
検
診
医
療
機
関
〕

大
洗
海
岸
病
院

〔
検
診
期
間
@
曜
B
ご
と
の
人
数
配
介
〕

平
成
7
年
9
月
1
臼

i
H
月
初
日

平

日

1
人
間
4
:

∞i
開

5
:

∞

土
曜
日

4
人

m
u
-
-
m
l
m
4
:
m

a-祭
日

7
人
雌
9
:

∞1
叩

4
:
叩

〔
脳
ド
ッ
ク
検
診
申
込
期
縄
問
@
申
込
先
)

平
成
7
年
7
月

3
日
1
7
月
目
白

(
土
・
日
曜
を
除
く

印
刷

8
・
-mj閲
5
・
・
∞
)

役
場
保
健
端
部
・
国
保
係
ま
で

(
印
鑑
持
参
の
こ
と
)

O
申
込
か
ら
受
診
後
ま
で
〈
〉

国
保
係
の
窓
口
で
希
望
日
時
を
申
込
む

病
院
か
ら
検
診
日
時
の
決
定
通
知
あ
り

当
日
、
負
担
金
を
病
院
窓
口
に
支
払
っ

て
受
診
す
る

指
定
さ
れ
た
火
曜
日
に
病
院
に
行
き
、

専
門
ド
ク
タ
ー
か
ら
診
断
結
果
を
開
く

有
異
常
者
に
つ
い
て
は
通
常
の
医
療
と

し
て
再
度
精
密
検
査
と
な
り
、
異
常
な

し
及
ぴ
要
観
察
者
に
つ
い
て
は
、
町
の

保
健
婦
が
生
活
指
導
を
行
い
ま
す
。

{
問
い
合
せ
先
〕

大
洗
町
役
場
保
健
課
国
保
係

盤

2
6
7
5
1
1
1

土
地
及
び
家
屋
の
全
筆
@
全
棟

調
査
を
実
施
し
ま
す

町
で
は
、
固
定
資
産
税
課
税
資
料

整
備
事
業
と
し
て
、
平
成
5
年
度
に

撮
影
し
た
航
空
写
真
を
も
と
に
地
番

図
・
家
屋
図
を
作
成
い
た
し
ま
し
た

が
、
更
に
土
地
及
ぴ
家
屋
の
全
筆
・

全
棟
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
課

税
客
体
の
把
援
と
公
平
・
適
正
課
税

を
期
す
た
め
、
次
の
と
お
り
調
査
を

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

顕
い
い
た
し
ま
す
。

*
調
査
内
容
*

家
屋
の
配
置
・
構
造
・
面
積
・
所

在
地
番
・
所
有
者
・
建
築
年
及
ぴ
土

地
の
利
用
状
況
等
の
確
認
に
つ
い
て

の
訪
問
調
査
。
(
不
在
の
場
合
に
あ

っ
て
は
外
観
に
よ
り
調
査
。
)

な
お
、
調
査
修
了
後
調
査
済
証
を

家
屋
に
貼
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
調
査
期
間
*

平
成
7
年

6
月

i

平
成
9
年
3
月
末
日

*
調
査
員
*

町
職
員
と
委
託
業
者
職
員
(
鮒
パ

ス
コ
)
。
な
お
、
調
査
員
は
町
発
行
の
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
身
分
証

明
書
の
提
示
を
求
め
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。*
問
い
合
せ
先
*

町
役
場
税
務
課
土
地
家
屋
調
査
係

密

0
2
9
(
2
6
7
)
5
1
1
1

(
内
線
1
4
7
・
1
4
8
)

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

薬
し
い
災
害
の
な
い

住
み
や
す
い
ま
ち

⑤
醤
告
ノ
大
洗
町
は
脳
卒
中
が
多
い

棒
グ
ラ
フ
は
国
・
県
や
近
隣
市
町
村

で
の
一
ニ
大
疾
患
の
死
亡
率
で
す
。

大
洗
町
だ
け
脳
卒
中
で
の
死
亡
率
が

第
2
位
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

当
然
発
症
率
の
高
さ
も
推
測
で
き
ま
す
。

こ
の
原
因
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
の
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

の
特
徴
と
し
て
は
、
農
地
等
に
お
い

て
、
残
土
の
埋
立
て
と
称
し
て
産
業

廃
棄
物
を
埋
立
て
た
り
、
あ
る
い
は
、

残
土
に
混
入
し
て
埋
立
て
ら
れ
る
ケ

ー
ス
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
べ
く
、
残
土
の

適
正
な
処
分
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ

り
、
未
然
に
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
を
防
止
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す

る
も
の
で
す
。

*
規
制
対
象
*

O
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て

O
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
盛
土

O
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
た
い
積

大
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
場
合
は
、

町
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
事
業
区
域
の
面
積
が
5

0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
又
は
他
の

法
令
に
よ
る
許
可
を
受
け
も
し
ミ
は
、

届
出
を
し
た
場
合
は
規
制
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

*
届
出
義
務
者
*

O
事
業
主
事
業
を
施
行
す
る
土

地
の
所
有
者
、
管
理
者
又
は
占
有
者

。
工
事
施
行
者
事
業
主
と
の
請

負
契
約
に
よ
り
事
業
に
係
る
工
事
を

施
行
す
る
者

*

罰

則

*

O
許
可
を
受
け
な
い
で
、
事
業
を

施
行
し
た
者
は
、
印
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

*
届
出
先
(
問
い
合
せ
)
*

町
役
場
生
活
環
境
課

程

2
6
7
i
5
1
1
1

(
内
線
2
4
3
)



t~ らあおお 平成7年6月5日

第
初
回
春
季
町
民
野
球
大
会
が
5
月

7
日
か
ら
訂
日
ま
で
の
各
日
曜
日
に
町

総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
オ
ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス
が
ワ

ン
サ
イ
ド
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
て
見
事
初

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

オ
ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス
は
、
チ
ー
ム
結
成

2
年
と
若
い
チ
l
ム
。
し
か
も
、
中
学

校
時
代
の
同
級
生
と
あ
っ
て
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
良
く
伸
々
と
プ
レ

i
を
繰
り
ひ

ろ
げ
て
い
ま
し
た
。

今
大
会
優
勝
チ
l
ム
は
、
東
茨
城
郡

野
球
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

な
お
、
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。優

勝

準
優
勝

第
3
位

M
V
P
 オ

ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス

レ
イ
ダ
ー
ス

コ
ナ
ウ
ィ
ン
ズ

大
洗
タ
ー
ミ
ナ
ル

深
作
品
一
語

(
オ
ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス
)

今
村
智
章

(
オ
ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス
)

岩

崎

陵

(
レ
イ
ダ
l
ス
)

打
撃
賞

敢
闘
賞

中わ{崖「
、一れのゲ 4
高年ま高!月
年のし年ト 27
者中た者ボ日
のて、、。ゲ|宇

皆最 |ルと
きも トコ
ん爽ボ l町
はや |ト老
、かル L 人

ゲな 大で態
l季会、い
ト節 が町の
ボの 行主家

(3)第282号

ー
ル
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
交
流
を
深

め
よ
う
と
、
日
チ
i
ム

(
1
チ
i
ム
7

名
)
同
名
の
選
手
と
各
ク
ラ
ブ
の
応
援

者
も
加
わ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

中
で
、
試
合
が
行
わ
れ
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
随
所
に
発
揮
し
、
好

プ
レ
ー
が
続
出
す
る
な
ど
、
熱
戦
を
展

開
し
て
い
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
て

O
優

勝

大

蔵

会

O
準
優
勝
松
寿
会
A

O
第
3
位
千
寿
会

な
お
、
上
位
3
チ
l
ム
は
、

5
月

n

g
に
行
わ
れ
る
、
ひ
ぬ
ま
荘
主
催
の
第

四
回
単
位
ク
ラ
ブ
親
善
ゲ

l
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

今
年
4
月
、
役
場
に
刊
名
の
新
採
職

員
ガ
入
庁
し
ま
し
だ
。

社
会
人
生
活
へ
の
不
安
も
ち
ょ
っ
ぴ

り
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

希
望
に
燃
え
、
配
属
さ
れ
た
各
課
で
如

何
に
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ら
し
く
は
つ

ら
つ
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。田中秀幸ω

総務課

<B型〉

通老j撃醤世田

企画課

くA型〉

小林葉弥間

住民課

くO型〉

Ql 

腕
時
計
収
集

そ
こ
で
、
自
己
紹
介
を
か
ね
て
新
人

の
み
な
さ
ん
へ
の
戸
ン
ケ
l
ト
を

3
口

に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

Q Q Q Q 
432  1 

趣
味
自
分
の
好
き
な
と
こ
ろ

今
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は

昭
織
員
と
し
て
の
抱
負

仕
事
を
覚
え
た
い
。
こ
れ
が
今
一
番
う
、
単
調
に
な
り
が
ち
な
日
常
に
私

強
く
思
う
こ
と
で
す
。
あ
と
は
、
棺
な
り
の
「
遊
び
」
を
取
り
入
れ
て
愉

桶
に
片
足
が
入
っ
た
時
に
「
私
の
人
快
な
職
員
に
な
り
た
い
、
な
ん
て
一
言

生
っ
て
:
。
」
と
疑
問
を
抱
か
な
い
よ
っ
た
ら
お
こ
ら
れ
ま
す
か
ね
。

-務ll来
l
*
l
T
i
米
l
*
j来
!

?

*

l
来

ll来
l

*

l
来

1
1
*
l
*
!
干
よ
T
*
l業
ll来
l

*

l
来

ll保!

制
大
洗
町
職
員
と
な
っ
て
二
ヶ
月
が

過
ぎ
、
職
場
の
一
雰
囲
気
に
も
少
し
ず

つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
仕

事
に
関
し
て
は
、
窓
口
や
電
話
で
の

応
対
を
は
じ
め
、
先
輩
方
に
迷
惑
を

か
け
る
事
が
多
く
、
一
日
も
早
く
一

人
前
に
な
れ
る
よ
う
、
全
力
で
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

引
テ
ニ
ス

位
同
時
に
二
つ
以
上
の
事
が
で
き
な

い
と
こ
ろ
O

U

仕
事
を
覚
え
る
こ
と
。

調
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

⑧
⑮
⑥
⑨
骨
⑨
⑨

ひ
ま
わ
り
ク
イ
ズ
大
会
、
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
の
ほ
か
、
地

元
農
産
口
聞
の
産
地
直
売
や
各

種
模
擬
府
、
氷
の
彫
刻
、
郷

土
芸
能
の
演
奏
な
ど

問
い
合
せ
那
珂
町
役
場
商
工
観
光
課

盤

2
9
8
1
1
1
1

(
内
線
2
3
2
)

寺門栄治 (22)

住民課

<0型〉

7
月
お
日
(
日
)

那
珂
郡
那
珂
町
大
字
戸

那
珂
西
部
工
業
団
地
内

(
茨
城
県
植
物
園
近
く
)

巨
大
迷
路
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
l
、

場日

所時

に
つ
い
て
も
ま
だ
覚
、
え
る
こ
と
は
多

い
も
の
の
や
っ
と
落
ち
つ
い
て
き
ま

し
た
。
管
財
係
で
は
町
の
財
産
管
理

の
仕
事
を
お
も
に
し
て
い
ま
す
。
特

引

ス

ポ

ー

ツ

に

土

地

に

関

す

る

仕

事

は

法

律

や

条

但
何
事
も
あ
き
ら
め
ず
、
ね
ば
り
強
例
が
か
ら
ん
で
く
る
の
で
、
と
て
も

い

と

こ

ろ

。

大

変

で

す

。

ま

ず

は

町

の

こ

と

を

よ

ω
役
場
内
の
野
球
部
に
所
属
し
、
今
く
知
り
、
仕
事
を
す
る
上
で
役
立
て

は
野
球
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
る
べ

似
総
務
課
管
財
係
に
配
属
さ
れ
て
ニ
く
日
才
一
人
前
の
役
場
職
員
と
な
り
、

ヶ
月
あ
ま
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
職
場
み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思

の
雰
囲
気
に
も
徐
々
に
慣
れ
、
仕
事
い
ま
す
。

4
1
1
4
T
*
!
千
よ
T
*
i
キ
i
T

牢

i
千
↓
T
*
i
T
L
T
*
i
米
↓
紫
l
*
l
干
I
T
*
l
干
!
干

の
生
活
に
、
正
直
な
と
こ
ろ
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
学
生
生
活
で
は
、

自
分
の
時
間
で
自
由
に
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
社
会
人
と
な
っ
た

今
、
学
生
の
名
の
下
に
許
さ
れ
て
き

た
失
敗
や
甘
、
え
は
許
き
れ
ず
、
組
織

の
一
員
と
し
て
自
分
の
行
い
に
責
任

を
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
不

安
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
新
鮮
な
感

覚
を
持
ち
つ
づ
け
一
日
も
早
く
一
人

前
の
町
職
員
と
な
れ
る
よ
、
つ
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

内

容事
V むぎわら帽子

フログラムオー卜

古川隆之

宮村正徳

雷、中を走る可曹

(
評
〕
子
供
の
表
情
を
う
ま
く
捉
え
て

い
ま
す
。
こ
の
作
品
の
場
合
は
全
体
的

に
ハ
イ
キ
|
謂
に
仕
上
げ
た
の
が
成
功

し
て
い
ま
す
。
(
絹
針
弘
己
)

〔評J S Lのもつ魅力を最大限に表現

した見事な作品です。撮影するロケー

ションもよく計算されています。

(絹針弘己)

花
人
と
し
て
の
歩
み
に
な
れ
ぬ
風

夏
海
大
賞
千
代
子

〔
評
〕
花
見
に
繰
り
出
し
た
が
、
朝

来
の
風
い
よ
/
¥
力
を
増
し
、
砂
塵

飛
び
交
っ
て
自
も
聞
け
ら
れ
ぬ
あ
り

引
車
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

叫
明
る
く
、
誰
と
で
も
気
軽
に
接
す

る
と
こ
ろ
。

ω
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
。
特
に
、
F

-
観
戦
。

叫
私
は
、
四
月
一
日
よ
り
町
職
員
の

一
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
社
会
人
と
し
て

よ
T
4
T
*
l竿
i
十

*
l
干
L
T
*
1
↑
来
l

*

↓

T
ム
?

*

i
半

l
T
*
よ
キ
J
失
*
ー
キ
↓
千

芸

懇

襲

撃

警

川

出

掛

け

る

こ

と

。

州
鰯
機
鱗
械
は
機
関
幸
諜
〉
倒
初
め
ま
し
て
、
新
し
く
大
洗
町
の

総

離

均

一

LJiwム
正

民

岨

職

員

と

し

て

働

く

こ

と

に

な

り

ま

し

川
嶋
機
騒
隣
務
機
構
域
住
く
た
、
本
城
正
幸
で
す
。
住
民
課
の
窓

議

終

線

機

綴

懇

機

鋒

本

口

と

い

う

こ

と

で

皆

さ

ん

と

接

す

る

剖

料

理

を

少

し

こ

と

も

多

い

と

思

い

ま

す

が

、

そ

の

U

素

直

な

と

こ

ろ

。

時

に

気

持

ち

良

く

用

事

を

済

ま

せ

て

凶
休
日
に
車
で
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
い
た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

よ
米
i
?
*
i
干
l
干
*
!
干
[
干
*
帯
l会
l

*

!

?
ふ
T

*

l

干

I

T

*

l予
i
キー

*

i

T
十

但
何
事
も
自
分
に
都
合
の
い
い
よ
う

に
解
釈
す
る
ノ
l
テ
ン
キ
な
と
こ
ろ
。

ω
四
級
小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
の
取

得
制
と
に
か
く
、
諸
先
輩
方
の
足
を
ひ

つ
ば
ら
な
い
よ
う
に
、
一
日
も
早
く

ら

後

藤

亀

泉

選

野
に
海
に
裾
を
ひ
ろ
げ
て
山
笑
ふ

新
町
小
松
崎
十
士
口

〔
評
)
花
の
色
、
若
葉
の
輝
き
、
鳥

さ

4J1

の
鴫
り
と
、
冬
の
暗
さ
か
ら
一
転
生

色
を
取
り
戻
し
た
春
の
山
容
を
称
え

て
山
笑
ふ
と
言
、
っ
。
こ
の
句
恐
〉
ワ
¥

航
船
上
か
ら
の
展
望
だ
ろ
う
。
そ
の

涯
が
海
に
沈
む
ま
で
、
な
だ
ら
か
に

裾
野
を
拡
げ
た
壮
大
な
春
山
の
景
観

で
あ
る
。

枝
の
先
よ
り
葉
桜
と
な
っ
て
き
し

東
光
ム
口
大
川
た
か

〔
評
〕
暫
時
人
を
娯
し
ま
せ
た
桜
が
、

花
吹
雪
し
て
散
り
、
葉
桜
と
な
っ
て

夏
の
日
蔭
を
作
っ
て
く
れ
る
の
だ
が
、

花
は
枝
先
か
ら
散
り
始
め
、
そ
こ
か

ら
葉
を
伸
ば
し
て
く
る
よ
、
つ
だ
と
言

う
発
見
。

幹
覆
ふ
ま
で
盆
梅
の
咲
き
満
ち
し

髭

釜

川

上

弘

〔
評
)
永
年
手
塩
に
か
け
て
き
た
鉢

の
梅
。
今
年
も
見
事
に
花
を
つ
け
、

太
幹
の
見
え
ぬ
程
咲
き
一
満
ち
た
の
だ
。

盆
栽
好
き
に
は
最
高
の
気
分
。
そ
し

て
こ
れ
は
梅
へ
の
讃
辞
。

梅
開
く
ち
ょ
っ
と
手
前
の
美
し
さ

東

光

台

田

中

勝

校

〔
評
〕
寒
気
の
な
か
梅
の
奮
の
先
端

が
、
毎
朝
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
開
い

て
ゆ
く
。
平
ら
に
開
き
切
る
に
は
ま

だ
開
が
あ
る
の
だ
が
、
も
う
蕊
の
色

も
見
え
始
め
た
関
口
部
か
ら
は
梅
特

有
の
香
気
が
ほ
と
ば
し
る
。
梅
花
の

最
も
美
し
い
と
き
で
あ
る
。

さ
ま
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
花
見
心
も

け
し
と
ん
で
、
花
下
の
そ
f

ろ
歩
き

も
出
来
兼
ね
る
。

検
問
の
警
察
官
に
花
の
雨

蔵

前

田

山

佳

風

〔
評
〕
事
件
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
雨

の
街
道
を
封
鎖
検
問
す
る
警
察
{
弓

そ
の
合
羽
や
花
見
帰
り
の
自
動
車
に

は
、
桜
の
花
ぴ
ら
が
雨
で
貼
り
つ
い

て
い
る
の
だ
。

垣
の
内
姿
見
え
ざ
る
沈
丁
花

祝

町

今

川

良

〔
評
〕
早
春
の
露
地
を
ゆ
く
。
露
地

は
沈
了
花
の
香
り
に
満
ち
て
い
る
の

だ
が
、
一
目
見
た
い
と
思
う
花
の
姿

は
ど
こ
に
も
無
い
の
だ
。
恐
ら
く
長

々
と
続
く
こ
の
垣
根
の
内
側
に
ひ
っ

そ
り
と
咲
い
て
居
る
の
だ
ろ
う
。

鴨
期
ち
て
波
の
蹄
き
残
り
け
り

髭

釜

川

崎

京

子

記
念
館
出
て
春
光
に
瞬
け
る

桜

道

真

田

静

子

み
た
ら
し
の
水
を
と
ば
せ
し
大
南
風

角

一

前

原

青

嵐

曇
一
大
に
遅
れ
田
植
の
人
二
三

髭

釜

清

水

拡

一

朗

青
空
に
花
咲
き
満
ち
て
動
か
ざ
る

新

町

岸

和

田

和

子

朽落
葉花
除も
けろ
はと
新あ金も
町か沢に

く主
力日と 4衰を
藤名な閏掬
一草S ひ
宗の俊け
一芽子り

花
並
木
磯
の
香
り
も
通
り
け
り

、

水

町

浅

見

道

子

岩
礁
や
沖
の
沖
ま
で
春
の
潮

祝

町

今

川

う

め

月
光
に
ひ
ら
/
¥
/
¥
と
落
花
舞
ふ

開
明
神
町
小
松
崎
美
代
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得
議
鎗
思
惑
窃
鴎
盟
国
d
問
団
砂

O
業

海
水
浴
場
及
ぴ
町
営
ブ
!

ル
の
水
難
救
助
・
監
祝
業

務
等

務

O
申
込
期
限

平
成
7
年
6
月
却
日
(
金
)

V
海
水
浴
場
の
申
込
先

商
工
観
光
課

程

加

5
1
1
1
(
内
・

3
3
1
)

V
町
営
ブ
l
ル
の
申
込
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

社
会
体
育
係
i

雷
加

0
2
3
0

O
期

間
〈
海
水
浴
場
〉

平
成
7
年
7
月
幻
日
1
8
月
加
日

〈
町
賞
フ
|
ル
〉

平
成
7
年
7
月
幻
日
1
8
月
白
日

O
賃

金監
視
員
:

6
、0
0
0
円
1
9
、0
0
0
円

諸
係
員
:

5
、5
0
0
円
1
7
、0
0
0
円

t~ 平成7年6月58

海
水
浴
の
季
節
を
間
近
に
ひ
か
、
ぇ
、

町
で
は
次
の
と
お
り
海
水
浴
事
業
を
行

い
ま
す
。
今
年
も
町
民
の
皆
さ
ん
や
、
海
水
浴

を
楽
し
む
人
達
を
水
難
か
ら
守
る
た
め
、

各
種
の
安
全
対
策
を
講
じ
、
こ
れ
ら
に

対
応
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

お
題
は
「
茜
」

平
成
8
年
歌
会
始
の
お
題
お
よ

び
、
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
が
決
ま

り
ま
し
た
。

V
詠
進
の
期
間

9
月
初
日
ま
で

V
あ
て
先
一

Tm東
京
都
千
代
田

区
一
番
一
号
宮
内
庁

※
詳
し
い
詠
進
要
領
は
企
画
課

盟
加

5
I
l
l
-
内
線
2
2
5

に
あ
り
ま
す
。

しょう
麗畠灘!こi謀、 3ヶ所の保護71<酉〈禁漁区〉ガ
設定されています。

量購平盤的JLr-JII

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コじ

海
聞
き
日
時

7
月
目
日
(
金
)

午
前
日
時

大
洗
海
岸

7
月
詑
日
(
土
)
j
8
月

別
日
(
日
)
(
却
日
間
)

海
開
き
場
所

海
水
浴
期
間

平
成
ア
年
震
調
理
師
盟
家
試
験
及
び
予
備
講
習
会
は
つ
い
て

。
国
家
試
験

期

日

8
月
お
日
附

会

場

茨

城

大

学

用
意
す
る
も
の

受
験
願
書
・
受
験
料
・
証
明
書
等

受
付
期
間

6
月
別
日
ω
1
7
月
目
白
附

。
予
備
講
習
会

期

日

8
月
9
日
制
目
印
日
刷

会
場
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

官

加

0
1
0
0

0
問
い
合
わ
せ
先

鴫
原
動
…
(
天
松
食
堂
)

官

加

3
2
9
4

ぎ

ここでは言語も異類在とるこ

円表示看板

識目標

(5月|日現在)

人口 20，639人((-1) 
男 10，234人(+5) 
女 10，405人(-6) 
役務数 6，486戸(+7) 
転入 83人 転出 89人
出生 10人 死亡 7人

こ
れ
か
ら
増
々
暑
く
な
り
、

ビ
l
ル
が
お
い
し
い
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
飲
み
す
ぎ
に
は
十
分
に
注

意
し
て
下
さ
い
ね
。
そ
こ
で

今
月
は
、
脂
肪
肝
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

脂
肪
肝
と
は
、
糖
分
や
脂

肪
の
と
り
過
ぎ
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
飲
み
過
ぎ
な
ど
に
よ
っ

て
、
肝
臓
に
脂
肪
(
主
に
中

性
脂
肪
)
が
た
ま
っ
た
状
態

を
い
い
ま
す
。

脂
肪
肝
に
な
る
主
な
原
因

と
し
て
、

@
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
過
ぎ

傘
脂
肪
や
糖
分
の
と
り
過
ぎ

@
糖
尿
病

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
御
存
知
で
す

か。

6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
児
な
ど
子

ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
の
人
権
を
積
極
的
に
擁
護

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
「
子

ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
『
い
じ
め
』

を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
見
逃
さ
な
い
」

を
啓
発
活
動
重
点
目
標
に
掲
げ
、
積
極

的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
洗
町
に
は
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護

委
員
が
お
り
ま
す
。

榎

本

英

輔

明

神

町
1
区

宮

加

1
2
1
7
5

小
野
瀬
葵
作
角
一
1
1
A

区

宮

淵

1
1
5
4
3

田

口

茂

荒

谷

盟

加

6
5
4
2

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
御
相
談
下
さ
い
。

※
な
お
、
特
設
人
権
相
談
所
は

7
月
羽
目
(
火
)
役
場
で
開
設
。

脂
肪
肝
に
な
る
と
肝
臓
の
血
流
が
悪

く
な
り
、
中
性
脂
肪
が
増
え
た
り
、
ア

ル
コ
ー
ル
の
分
解
が
十
分
に
行
わ
れ
な

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

困
っ
た
こ
と
に
、
脂
肪
肝
に
は
特
有

の
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
無
症
状
の
こ

と
も
多
い
の
で
、
つ
い
見
落
と
さ
れ
が

ち
で
す
。
外
見
上
か
ら
も
あ
ま
り
目
だ

た
な
い
人
も
い
て
「
か
く
れ
肥
満
L

な

ど
と
一
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
脂
肪
肝
を
予
防
す
る
日
常

生
活
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

O
食
べ
す
ぎ
に
よ
る
脂
肪
肝

①
脂
肪
を
と
り
す
ぎ
な
い

i
i余
剰

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
肝
臓
に
脂
肪
と
し
て
蓄

積
さ
れ
ま
す
。

②
糖
分
を
と
り
す
ぎ
な
い

i
ー
甘
い

ケ
ー
キ
や
菓
子
、
ご
飯
・
パ
ン
・
め
ん

類
を
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
、
7
0

(H 7.5.9現在)
開催国 開始時間 {雀 事 内 円全削ヨr 開催場所 五 f窪 入場方法

6月18日(日) 10: 30 ~ アニメ映画上映 ホール 日立セントラル附 有 ギト

6月25日(日) 8 : 30 ~ 吟詠発表会大会 ホール 茨 P孔連吟詠会 虫正 料

6月29日附 9 : 00 ~ 運転免許更新時講習会 大会議室 水戸地区交通安全協会 関係者

7月2日(日) 10: 00 ~ カ フ オ ケ大会 ホール 全国ふるさと芸能振興会 鉦 料

( 6/18"-' 7 / 2 ) 三大洗文化③
適
度
な
運
動

l
!簡
単
な
運
動
を

毎
日
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

④
健
康
体
重
を
保
つ

O
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
脂
肪
肝

①
禁
酒
ま
た
は
節
調
|
|
肝
臓
の
ア

ル
コ
ー
ル
処
理
能
力
は
、
お
沼
1
合
で

4
時
間
、

2
合
で
8
時
間
、

6
合
で
叫

時
間
も
か
か
り
ま
す
。

②
た
ん
白
質
を
十
分
に
と
る

l
l良

質
の
た
ん
白
質
を
含
む
バ
ラ
ン
ス
あ
る

食
事
は
肝
臓
を
守
り
ま
す
。

③
適
度
な
運
動

④
健
康
体
重
を
保
つ

脂
肪
肝
の
初
期
段
階
で
あ
れ
ば
、
日

常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
元
の

健
康
な
肝
臓
を
と
り
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
町
の
健
診
な
ど
で
定
期

的
に
検
査
す
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
/

(
保
健
婦
・
照
山
美
樹
記
)

(角一3の1) 

藤沼語盈ちゃん

( 2歳 7ヶ月)

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ (密266-2442)へお問い合わせ下さい。

業

名

ふ|ふJι|ふ71ふ|ふ|ふ21ふol(~91ふ81ぶ31(~21ι
事

子

宮

が

ん

検

診

i昆

メ入
口

種

回

円

が

ん

検

診

経
口
生
ポ
リ
オ
投
与

子

宮

が

ん

検

診

児

手L

健

量全

胃

が

ん

検

診

乳

が

ん

検

診

乳

が

ん

検

診

乳

が

ん

検

診

国

円

か

ん

検

診

一
歳
六
ヵ
月
児
健
診

7 

/ 
(月)3 

中目

母

子

談

/1/ 
(刈 41伺)3 

乳

が

ん

検

診

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

検

変

学
校
も
れ
者
及
ぴ
3
ヵ
月
1
銘
力
月

の
乳
幼
児

/ 
(7j() 5 

母

子

保

健

教

室

妊
娠
6
ヵ
月
1
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

7 
/ 
休)5 

乳

が

ん

検

診

7
/刷

離

乳

食

教

室

'
n
h
υ
 

7
/
肘

B

C

G

接

種

妊
娠
6
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

7
/軒

母

子

保

健

教

室

「
機
能
回
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0
6
月
幻
日
閃

0
7
月
7
B
幽

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
6
月
初
日
掛
内
科
医
診
察
指
導

0
7
月
4
日

ω
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
を
必
要
と
す
る

方

立す

象

鈎
歳
以
上
の
女
性
で
検
診
申
込
者

生
後
3
ヵ
月
l
m別
ヵ
月
ま
で
の
者

却
歳
以
上
の
方
で
検
診
申
込
者

生
後
3
力
月

i
m出
力
月
ま
で
の
者

ω歳
以
上
の
女
性
で
検
診
申
込
者

生
後
3
ヵ
月
1
4
ヵ
月
の
幼
児

生
後
6
ヵ
月
i
7
ヵ
月
の
幼
児

ω歳
以
上
の
方
で
検
診
申
込
者

初
歳
以
上
の
女
性
で
検
診
申
込
者

初
歳
以
上
の
女
性
で
検
診
申
込
者

初
歳
以
上
の
女
性
で
検
診
申
込
者

ω歳
以
上
の
方
で
検
診
申
込
者

-
歳
6
ヵ
月
の
誕
生
に
達
し
た
幼
児

母
親
及
ぴ
乳
幼
児

鈎
歳
以
上
の
女
性
で
検
診
串
込
者

ω歳
以
上
の
女
性
で
検
診
申
込
者

生
後
3
ヵ
月
j

ロ
ヵ
月
の
乳
幼
児
及

ぴ
母
親

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
交
で
陰
性
の
者

者

つ
ム
ふ
ヤ
ナ
ハ
H
V
L
J

1
4
昨
仲

q
t
u
-
Aノ

ー
時
鉛
分

l
時
日
分

2
時
日
分

6
待
問
山
分

日
時
∞
分

1
時
日
分

2
時
日
分

ロ
時
日
出
分

1
時
ぬ
分

1
時
∞
分

2
持
一
∞
分

6
時

ω分
8
時
ぬ
分

l
時
∞
分

2
昨
吋
∞
分

1
時
∞
分

2
時
∞
分

l
時
∞
分

2
時
∞
分

6
時
初
分

8
時
∞
分

1
時
吋
∞
分

2
時
∞
分

9
時
∞
分

日
時
∞
分

l
時
∞
分

2
時
∞
分

1
時
日
分

2
時
日
分

日
時
∞
分

日
比
吋
∞
分

l
時
∞
分

2
待
∞
分

日
時
∞
分

-
時
∞
分

1
時
日
分

2
時
日
分

叩
時
∞
分

日
時
∞
分

受
付
宙
実
施
時
間

※
雨
天
の
場
合
は
、
い
ず
れ
の
訓
練
も

中
止
と
な
り
ま
す
。
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